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プレイヤーとしてもルールの確認ができて、今後のプレーに活かしていこうと思いました。また、審判の難
しさを改めて知ることができたので毎試合審判員の方に感謝すること、フェアプレーを心がけることも大切
だと思いました。審判は、自分の判断が試合の結果に大きく関わる責任ある役割だと思うので、自分はまだ
まだ自信を持ってジャッジができません。でも、だからこそ1人ではなく、主審、副審、第4の審判員の4人
で1つの試合を公正にコントロールしているという意識を持ってジャッジすることが大事だと思いました。
とても勉強になりました。ありがとうございました。（Y.Nさん）

頭では理解しているのにできないことが多くあって審判の難しさを改めて感じました。（M.Iさん）

判断するのが遅くなったり、オフサイドラインを常に気をつけながらボールの位置もみるということが難し
かったのですが、前回の講習よりも内容が具体的でとても分かりやすかったです！（M.Iさん）

プレイヤーだったわけではないですが、サッカーのルールを直に学べる良い機会になりました。（N.Mさ
ん）

eラーニングや座学の講習では体験できない、実際の動きを見たり、自分たちのゲームで実践してみたりと
楽しく覚えることができてとても充実した講習会でした！！将来サッカーに関わる仕事がしたいのでもっと
ルールを学びながら多くのことに挑戦していきたいです！（M.Oさん）

サッカー選手としてルールを知らないと楽しくサッカーをすることができないのでこの講習会を通して曖昧
だったルールをしっかり理解することができたのでとてもいい経験になりました！（R.Kさん）

岩見沢FCルファヴェニールの皆様にご協力を頂き空知管内の中高生を対象とした講習会を開催することが
できました。昨年に続き二度目の開催となります。講師にはこちらも引き続き北海道サッカー協会審判委
員会女子部部長の蝦名氏をお招きし、昨年よりさらに一歩踏み込んだ実践に近い形式の講習会となりまし
た。普段あまり触れる機会のないであろう審判フラッグや交代ボードに触れ、楽しみながら参加してもら
えた姿が印象に残りました！開催にあたりご協力頂いた皆様に感謝申し上げます。

開催日：2023年2月26日（日）

場 所：岩見沢市立明成中学校

インストラクター：蝦名 隆幸 氏（北海道サッカー協会審判委員会 女子部長）

参加者からのコメント

女子部より

サッカー女子ユース審判員講習会を開催しました


